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後
期
高
齢
者
医
療

町住民生活課　TEL096－234－1113（ 内線107）

■
歯
科
口
腔
健
診
で
歯
と
口
の
健
康

　

を
保
ち
ま
し
ょ
う

　
今
年
度
も
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
を
対
象
と
し
た
「
歯
科
口
腔
（
こ

う
く
う
）
健
診
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
身
体
の
健
康
と
同
様
に
、
口
の
中
の

健
康
を
保
つ
こ
と
は
、
日
々
を
生
き
生

き
と
暮
ら
し
て
い
く
上
で
と
て
も
大
切

で
す
。
健
康
が
保
た
れ
て
い
な
い
と
、

虫
歯
や
歯
周
病
に
な
る
だ
け
で
な
く
口

腔
機
能
が
低
下
し
て
糖
尿
病
や
心
臓
病

な
ど
全
身
の
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な

り
、
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
高
齢
に
な
る
と
、
む
せ
た
り
、

の
ど
に
つ
か
え
た
り
す
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
口
の
中
の
細
菌
な
ど
が
肺
に

入
っ
て
、
肺
炎
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
毎
年
１
回
の
「
歯
科
口
腔
健
診
」
で
、

歯
と
口
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

※
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
や
６
カ
月
以
上

　
病
院
に
入
院
さ
れ
て
い
る
人
、
す
で

　
に
同
様
の
事
業
で
歯
科
健
診
を
受
診

　
し
た
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▼
実
施
期
間

　
８
月
１
日
（
日
）
～
12
月
31
日
（
金
）

※
歯
科
医
院
の
休
診
日
は
除
き
ま
す

▼
実
施
場
所

　
町
が
契
約
し
て
い
る
歯
科
医
院
（
受

診
券
と
併
せ
て
一
覧
を
送
付
し
ま
す
）

▼
自
己
負
担
額

　
4
０
０
円

▼
検
査
項
目

　
問
診
、
歯
・
入
れ
歯
の
状
況
、
か
み

合
わ
せ
、
口
腔
内
の
状
況
、
飲
み
込
む

機
能
な
ど

▼
受
診
方
法

①
７
月
中
に
口
腔
健
診
の
実
施
場
所
な

　
ど
に
関
す
る
案
内
文
を
郵
送
し
ま
す
。

　
受
診
券
も
同
封
し
ま
す
の
で
、
ご
確

　
認
く
だ
さ
い
。

②
受
診
券
が
届
い
た
ら
、
受
診
を
希
望

　
す
る
歯
科
医
院
に
直
接
予
約
し
て
く

　
だ
さ
い
。

③
予
約
し
た
歯
科
医
院
で
、
受
診
券
と

　
ご
自
身
の
被
保
険
者
証
を
ご
準
備
の

　
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

鳥
獣
被
害

町農政課　TEL096－234－1176（ 内線154）

■�

個
人
で
で
き
る
鳥
獣
害
対
策

　
近
年
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
サ
ル
な

ど
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
や
生
活
環

境
へ
の
影
響
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ

の
背
景
に
は
、
野
生
鳥
獣
が
集
落
で
エ

サ
を
食
べ
る
こ
と
を
覚
え
た
こ
と
や
、

雑
草
が
生
い
茂
っ
た
田
畑
や
雑
木
林
な

ど
、
野
生
鳥
獣
が
身
を
隠
せ
る
「
ひ
そ

み
場
」
が
増
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
野
生
鳥
獣
た
ち
は
、
エ
サ
を
求
め
て

私
た
ち
の
集
落
に
や
っ
て
き
ま
す
。
エ

サ
を
食
べ
な
け
れ
ば
、
生
き
延
び
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
エ

サ
は
、
私
た
ち
が
無
意
識
に
与
え
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
個
人
で
ど
の
よ
う
な
鳥
獣
害

対
策
が
で
き
る
の
か
、
い
く
つ
か
紹
介

し
ま
す
。

●
お
供
え
物
を
放
置
し
な
い

　
果
物
、
ジ
ュ
ー
ス
、
お
菓
子
な
ど
の

お
墓
の
お
供
え
物
は
、
お
参
り
が
終

わ
っ
た
ら
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

●
野
菜
の
く
ず
や
生
ご
み
な
ど
を
庭
先

　
や
畑
に
放
置
し
な
い

　
こ
れ
ら
の
も
の
を
屋
外
に
放
置
す
る

と
、
匂
い
で
野
生
鳥
獣
が
寄
っ
て
き
ま

す
。
コ
ン
ポ
ス
ト
（
生
ご
み
等
を
分
解

し
て
た
い
肥
に
す
る
処
理
方
法
）
を
利

用
し
た
り
、
ご
み
回
収
に
出
す
な
ど
し

て
、
き
ち
ん
と
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

●
落
穂
や
２
番
穂
を
放
置
し
な
い

　
収
穫
後
の
田
ん
ぼ
に
残
る
こ
れ
ら
の

も
の
は
、
野
生
鳥
獣
に
と
っ
て
は
貴
重

な
エ
サ
で
す
。
放
置
せ
ず
に
回
収
し
ま

し
ょ
う
。

●
使
っ
て
い
な
い
田
畑
の
雑
草
を
除
去

　
す
る

　
耕
作
し
て
い
な
い
田
畑
に
雑
草
が
生

い
茂
っ
て
い
る
と
、
野
生
鳥
獣
の
ひ
そ

み
場
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
定
期
的

な
草
刈
り
な
ど
、
保
全
管
理
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

■�

大
切
な
の
は
一
人
一
人
の
心
掛
け

　
野
生
鳥
獣
は
、
集
落
で
安
全
に
エ
サ

が
食
べ
ら
れ
る
こ
と
を
覚
え
る
と
、
再

び
や
っ
て
き
ま
す
。
町
が
実
施
す
る
有

害
鳥
獣
の
駆
除
捕
獲
活
動
だ
け
で
な
く
、

皆
さ
ん
の
小
さ
な
心
掛
け
で
集
落
か
ら

エ
サ
を
な
く
し
、
寄
り
付
か
な
い
環
境

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

野生鳥獣を集落に
呼び込まないために

集 落 み ん な で 考 え ま し ょ う

あなたの歯とお口の
健康状態をチェック！！

詳しくは町住民生活課へお尋ねください
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町からのお知らせ　【７月】

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL096－234－1113（ 内線106）

国
民
年
金

町住民生活課　TEL096－234－1113（ 内線104）

■�

令
和
２
年
度
の
国
民
健
康
被
保
険

証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で

　
現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
（
桃
色
）
の
有
効
期
限
は
7
月

31
日
（
土
）
で
す
（
短
期
証
を
除
き
ま

す
）。

　
８
月
１
日
（
日
）
か
ら
使
用
で
き
る

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
水
色
）

は
、
７
月
中
旬
に
各
世
帯
主
あ
て
に
簡

易
書
留
郵
便
に
て
お
送
り
し
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、
受
け
取
り
後
、

記
載
内
容
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。
内
容
に
誤
り
が
あ
っ

た
場
合
は
、
町
住
民
生
活
課
ま
で
速
や

か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■�

医
療
費
が
高
額
に
な
る
と
き
は
限

度
額
認
定
証
の
ご
利
用
を

　
国
民
健
康
保
険
に
は
、
医
療
機
関
な

ど
の
窓
口
で
の
支
払
い
が
高
額
と
な
っ

た
場
合
、
後
か
ら
町
へ
申
請
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た

額
が
払
い
戻
さ
れ
る
「
高
額
療
養
費
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
医
療
費
が
高
額
に
な
る
と
き
は
、「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
を
利
用
す
る
こ
と

で
窓
口
で
の
支
払
い
が
限
度
額
ま
で
に

な
り
ま
す
。
国
保
被
保
険
者
で
「
認
定

証
」
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
人
は
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

　
自
己
負
担
限
度
額
は
、
住
民
税
の
課

税
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
る
と
「
認
定
証
」
を
交
付
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
印
か

ん
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が

分
か
る
も
の

■�

令
和
３
年
度
の
認
定
証
交
付
申
請

は
８
月
２
日
（
月
）
か
ら
受
付

　
ご
利
用
中
の
「
認
定
証
」
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
（
土
）
で
す
。
８
月
以

降
は
令
和
３
年
度
の
住
民
税
課
税
状
況

な
ど
よ
り
改
め
て
区
分
判
定
し
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
の
認
定
証
交
付
申
請
は

８
月
２
日
（
月
）
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

町
住
民
生
活
課
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■�

「
納
付
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
」

を
ご
存
知
で
す
か

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が

「
免
除
」
ま
た
は
「
猶
予
」
と
な
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
免
除
・
猶
予
を
受
け

る
こ
と
で
年
金
受
給
権
（
老
齢
基
礎
年

金
・
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
年
金
）
が

確
保
で
き
ま
す
。

①
免
除
（
全
額
・
一
部
免
除
）
申
請

　
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
各
々
の
前

年
所
得
（
過
去
年
度
分
に
つ
い
て
は
、

そ
の
前
年
所
得
）
が
一
定
額
以
下
の
場

合
や
失
業
な
ど
の
理
由
が
あ
る
場
合
、

申
請
に
よ
り
全
額
ま
た
は
一
部
免
除
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
一
部
免
除
の
場
合
、
納
付
す
べ
き
保

　
険
料
を
納
付
し
な
い
と
一
部
免
除
が

　
無
効
に
な
り
ま
す
。

②
納
付
猶
予
申
請

　
50
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
・
配
偶
者

各
々
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

③
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例
申
請

　
退
職
（
失
業
）
さ
れ
た
方
の
前
年
の

所
得
額
を
０
円
と
し
て
審
査
さ
れ
ま
す
。

■
免
除
申
請
方
法
と
免
除
期
間

　
今
年
度
の
申
請
受
付
は
、
７
月
か
ら

開
始
さ
れ
令
和
３
年
７
月
分
か
ら
令
和

４
年
６
月
分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し

ま
す
。
ま
た
、
過
去
期
間
に
つ
い
て
は
、

申
請
書
を
提
出
し
た
日
か
ら
２
年
１
カ

月
前
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
全
額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予

の
承
認
を
受
け
た
方
が
翌
年
度
以
降
も

引
き
続
き
免
除
・
納
付
猶
予
の
承
認
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
申
請
時
に
継
続

の
申
し
出
を
さ
れ
る
と
、
翌
年
度
以
降

の
申
請
は
不
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
失
業
に
よ
る
特
例
の
申
請

の
場
合
は
、
翌
年
度
も
申
請
が
必
要
で

す
。

▼
準
備
す
る
も
の

・
年
金
手
帳

※
失
業
に
よ
る
申
請
の
場
合
、
離
職
票

　
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

「納付免除・納付猶予
制度」をご存じですか

詳しくは町住民生活課へお尋ねください

国 民 健 康 保 険 証
更 新 の ご 案 内

詳しくは町住民生活課へお尋ねください

み ほ ん
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